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４－１ 経営理念   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１０（平成２２）年３月に策定した千葉市下水道事業中長期経営計画（計画期間 平

成２２～令和２年度）で掲げた経営理念では、「経営基盤の安定化」を主として行動計画を設

定し、事業運営を行ってきました。 

今後は、少子高齢化に伴う将来人口の減少により水需要と使用料収入の減少が見込まれる

中、施設の老朽化が進んでいることなど事業を取り巻く環境は厳しくなってきており、近年

の風水害等による一層の防災・減災対策への取組みも求められています。 

このような環境にあっても、下水道は、生活排水等の汚水処理や大雨等の雨水排除による

「公衆衛生の向上」、「都市の健全な発達」、「公共用水域*の水質保全」という下水道の役割を

果たし続けなければなりません。 

このため、下水道の役割と社会的使命を改めて経営理念として掲げました。 
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４－１ 経営理念 

 

 

汚水*の処理による衛生的な生活環境を維持するととも

に、安全・安心なまちづくりに貢献するため、下水道 

事業を将来にわたって安定して持続させていくための

経営基盤を確保する。 

経 営 理 念 
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４－２ 基本方針   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

 

 

経営理念を踏まえ、計画期間に取り組むべき方向性を３つの基本方針として定めました。 

 

 

 

●雨水管きょや貯留施設等を整備し、大雨による浸水被害の軽減に努めます。 

●下水道施設の耐震化
*
を行い、地震時においても下水道の機能を維持できるように努

めます。 

●下水道ストックマネジメントの手法に基づいた効率的な維持管理と改築
*
更新を行

い、安定して下水道の機能を確保できるように努めます。 

 

 

 

●これまでの放流水質の適正管理を行いながら、高度処理
*
施設を整備し、東京湾への放

流水の一層の水質向上に努めます。 

●省エネルギー設備や太陽光発電の導入を検討し、地球温暖化*の要因である温室効果

ガス*排出量の削減に引き続き取り組んでいきます。 

●消化ガス
*
の利用や下水汚泥

*
の活用など、下水道資源の有効利用に努めます。 

 

 

 

●官民連携を推進し、民間企業のノウハウを活用して効率的な運営に努めます。 

●長期的な視点と見通しに立って、財政運営と人材育成に取り組んでいきます。 

●広報などを通して、下水道の目的や役割など分かりやすい情報の発信に努めます。 
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４－２ 基本方針 

基本方針Ⅰ 安全・安心で快適な生活を支える下水道 

基本方針Ⅱ 環境の保全と循環型社会を目指す下水道 

基本方針Ⅲ 健全な経営に基づいた持続可能な下水道 
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４－３ 計画の体系   

１ 

は
じ
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に 

 
 

 

 

 

千葉市下水道事業中長期経営計画 
 

２０２１（令和３）～２０３２（令和１４）年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 

は
じ
め
に 

２ 

下
水
道
の
あ
ゆ
み 

 

 

２ 

下
水
道
の
あ
ゆ
み 

３ 

事
業
の
課
題 

 

 

３ 

事
業
の
課
題 

４ 

経
営
理
念
・
基
本
方
針 

 

 

４ 

計
画
の
全
体
像 

５ 

主
要
施
策 

 

 

５ 

主
要
施
策 

６ 

収
支
計
画 

 

 

６ 

収
支
計
画 

７ 

Ａ
Ｍ
の
取
組
み 

 

 

７ 

Ａ
Ｍ
の
取
組
み 

     

     

４－３ 計画の体系 

経営理念 

汚
水*

の
処
理
に
よ
る
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち 

づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
、
下
水
道
事
業
を
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て
持
続
さ
せ
て
い 

く
た
め
の
経
営
基
盤
を
確
保
す
る
。 

基本方針 

Ⅰ 安全・安心で快適な生活 

を支える下水道 

Ⅱ 環境の保全と循環型社会 

を目指す下水道 

Ⅲ 健全な経営に基づいた 

持続可能な下水道 

主要施策 

Ⅰ－１ 浸水被害の軽減と対策の強化 

Ⅰ－２ 地震時における機能の確保 

Ⅰ－３ ストックマネジメントの推進 

Ⅰ－４ 施設の再構築 

Ⅱ－１ 水質・水量の管理 

Ⅱ－２ 高度処理の推進 

Ⅰ－５ 未普及地域の解消 

Ⅱ－３ 地球温暖化対策の推進 

Ⅱ－４ 資源の有効利用 

Ⅱ－５ 自然と調和した景観づくり 

Ⅲ－１ 経営基盤の強化 

Ⅲ－２ 官民連携の推進 

Ⅲ－３ 広域化・共同化の推進 

Ⅲ－４ 人材の育成 

Ⅲ－５ 広報による理解の促進 
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４－４ 他計画との関連   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

 

 

 

■主要施策とＳＤＧｓ*の関連 

ＳＤＧｓ 主要施策 

 

 
 

 

ターゲット 6.3 

2030 年までに、汚染の減少、投棄廃絶と有害な

化学物質や物質の放出の最小化、未処理の排水

の割合半減及び再生利用と安全な再利用の世界

的規模での大幅な増加させることにより、水質

を改善する。 
 

 

Ⅰ－５ 未普及地域の解消 

Ⅱ－１ 水質・水量の管理 

Ⅱ－２ 高度処理
*
の推進 

 

 
 

 

ターゲット 7.2 

2030 年までに、世界のエネルギーミックスにお

ける再生可能エネルギー*の割合を大幅に拡大さ

せる。 

 

Ⅱ－３ 地球温暖化対策の推進 

Ⅱ－４ 資源の有効利用 

 

 
 

 

ターゲット 9.4 

2030 年までに、資源利用効率の向上とクリーン

技術及び環境に配慮した技術・産業プロセスの

導入拡大を通じたインフラ改良や産業改善によ

り、持続可能性を向上させる。全ての国々は各国

の能力に応じた取組を行う。 
 

 

 
 

 

ターゲット 11.5 

2030 年までに、貧困層及び脆弱な立場にある

人々の保護に焦点をあてながら、水関連災害な

どの災害による死者や被災者数を大幅に削減

し、世界の国内総生産比で直接的経済損失を大

幅に減らす。 
 

 

Ⅰ－１ 浸水被害の軽減と対策の強化 

Ⅰ－２ 地震時における機能の確保 

Ⅰ－３ ストックマネジメント
*
の推

進 

Ⅰ－４ 施設の再構築 
  

 
 

 

ターゲット 13.1 

全ての国々において、気候関連災害や自然災害

に対する強靱性（レジリエンス）及び適応の能力

を強化する。 

 

 
 

 

ターゲット 14.1 

2025年までに、海洋ごみや富栄養化
*
を含む、特

に陸上活動による汚染など、あらゆる種類の海

洋汚染を防止し、大幅に削減する 

 

Ⅱ－２ 高度処理の推進 

 
 

 

ターゲット 17.17 

さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略

を基にした、効果的な公的、官民、市民社会のパ

ートナーシップを奨励・推進する。 
 

 

Ⅲ－２ 官民連携の推進 

Ⅲ－５ 広報による理解の促進 

  

 
１ 

は
じ
め
に 

２ 

下
水
道
の
あ
ゆ
み 

 

 

２ 

下
水
道
の
あ
ゆ
み 

３ 

事
業
の
課
題 

 

 

３ 

事
業
の
課
題 

４ 

計
画
の
全
体
像 

 

 

４ 

経
営
理
念
・
基
本
方
針 

５ 

主
要
施
策 

 

 

５ 

主
要
施
策 

６ 

収
支
計
画 

 

 

６ 

収
支
計
画 

７ 

Ａ
Ｍ
の
取
組
み 

 

 

７ 

Ａ
Ｍ
の
取
組
み 

     

     

４－４ 他計画との関連 
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４－４ 他計画との関連   

１ 

は
じ
め
に 

  

 

■主要施策と新下水道ビジョン加速戦略との関連 

主要施策 新下水道ビジョン加速戦略 

Ⅰ－１ 浸水被害の軽減と対策の強化 
Ⅰ－２ 地震時における機能の確保 

重点項目Ⅵ 

 気候変動を踏まえた防災・減災の推進 

Ⅰ－３ ストックマネジメントの推進 

Ⅰ－４ 施設の再構築 

重点項目Ⅳ 

 アセットマネジメント
*
・下水道ＤＸ

*
 

Ⅱ－４ 資源の有効利用 重点項目Ⅰ 

 官民連携の推進 

重点項目Ⅱ―１ 

 下水道の活用による付加価値向上 

重点項目Ⅱ―２ 

 脱炭素化の推進 

重点項目Ⅳ 

 アセットマネジメント・下水道ＤＸ 

Ⅱ－５ 自然と調和した景観づくり 重点項目Ⅷ 

 国民への発信 

Ⅲ－１ 経営基盤の強化 重点項目Ⅳ 

 アセットマネジメント・下水道ＤＸ 

Ⅲ－２ 官民連携の推進 重点項目Ⅰ 

 官民連携の推進 

重点項目Ⅶ 

 ニーズに適合した下水道産業の育成 

Ⅲ－３ 広域化・共同化の推進 重点項目Ⅲ－１ 

 汚水処理システムの最適化 

Ⅲ－５ 広報による理解の促進 重点項目Ⅷ 

 国民への発信 
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